
JP 5487552 B2 2014.5.7

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体上に多色の画像を形成する液体吐出装置であって、
　第１の色相を有する第１の色の液体を吐出する第１のノズル列と、第２の色相を有する
第２の色の液体を吐出する第２のノズル列と、第３の色相を有する第３の色の液体を吐出
する第３のノズル列と、前記第１の色相を有し、前記第１の色とは異なる第４の色の液体
を吐出する第４のノズル列と、前記第２の色相を有し、前記第２の色とは異なる第５の色
の液体を吐出する第５のノズル列と、を少なくとも有する記録ヘッドと、
　前記記録ヘッドを主走査方向に移動させる主走査を行うヘッド駆動手段と、
　前記記録媒体を前記主走査方向と交差する副走査方向に搬送する搬送手段と、
　前記ヘッド駆動手段と前記搬送手段とを制御して、前記記録ヘッドを主走査方向に移動
させる主走査と、前記記録媒体を前記副走査方向に搬送させる副走査とを繰り返し行いつ
つ、前記ノズルから記録媒体上に前記液体を吐出させて前記記録媒体上に画像を形成する
ドット制御部と、を備え、
　前記ドット制御部は、前記記録ヘッドを制御して、前記画像を構成する所定の１画素の
形成時に、前記第１の色相を有するドットと前記第２の色相を有するドットとを交互に形
成し、かつ、前記第１の色相を有するドットと前記第２の色相を有するドットとの間に前
記第３の色相を有するドットを形成する、液体吐出装置。
【請求項２】
　請求項１記載の液体吐出装置であって、
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　前記第４の色は前記第１の色よりも淡い色であり、前記第５の色は前記第２の色よりも
淡い色であり、
　前記ドット制御部は、前記所定の１画素の形成時、前記記録ヘッドに、前記第４の色の
ドットと前記第５の色のドットとを連続して形成させ、かつ、前記第１の色のドットと前
記第２の色のドットとを連続して形成させるとともに、前記第３の色のドットを前記第４
の色のドットと前記第５の色のドットの間もしくは前記第１の色のドットと前記第２の色
のドットとの間に形成させる、液体吐出装置。
【請求項３】
　請求項１記載の液体吐出装置であって、
　前記記録ヘッドは、前記第１のノズル列または前記第４のノズル列と、前記第２のノズ
ル列または前記第５のノズル列とが交互に設けられるとともに、前記第３のノズル列が、
前記第１のノズル列または前記第４のノズル列と、前記第２のノズル列または前記第５の
ノズル列との間に配置されており、かつ、前記複数のノズルが、千鳥格子状に配置される
ように、前記副走査方向に前記副走査方向のノズルピッチの１／２ずれて設けられており
、
　前記ドット制御部は、前記主走査時に、前記記録ヘッドの進行方向側に設けられている
ノズル列から順にドットを形成する、液体吐出装置。
【請求項４】
　請求項３記載の液体吐出装置であって、
　前記第４の色は前記第１の色よりも淡い色であり、前記第５の色は前記第２の色よりも
淡い色であり、
　前記記録ヘッドには、前記第４のノズル列と前記第５のノズル列のノズルが、前記第１
のノズル列と前記第２のノズル列のノズルに対して、前記ノズルピッチの１／２ずれて設
けられている、液体吐出装置。
【請求項５】
　請求項４記載の液体吐出装置であって、
　前記記録ヘッドには、前記第３のノズル列のノズルが、前記第４のノズル列と前記第５
のノズル列のノズルとともに、前記第１のノズル列と前記第２のノズル列のノズルに対し
て、前記ノズルピッチの１／２ずれて設けられている、液体吐出装置。
【請求項６】
　請求項１ないし請求項５いずれか記載の液体吐出装置であって、
　前記第１の色はシアンであり、前記第２の色はマゼンタであり、前記第３の色はイエロ
ーであり、前記第４の色はライトシアンであり、前記第５の色はライトマゼンタである、
液体吐出装置。
【請求項７】
　第１の色相を有する第１の色の液体を吐出する第１のノズル列と、第２の色相を有する
第２の色の液体を吐出する第２のノズル列と、第３の色相を有する第３の色の液体を吐出
する第３のノズル列と、前記第１の色相を有し、前記第１の色とは異なる第４の色の液体
を吐出する第４のノズル列と、前記第２の色相を有し、前記第２の色とは異なる第５の色
の液体を吐出する第５のノズル列と、を少なくとも有する記録ヘッドと、前記記録ヘッド
を主走査方向に移動させる主走査を行うヘッド駆動手段と、前記記録媒体を前記主走査方
向と交差する副走査方向に搬送する搬送手段と、前記ヘッド駆動手段と前記搬送手段とを
制御して、前記記録ヘッドを主走査方向に移動させる主走査と、前記記録媒体を前記副走
査方向に搬送させる副走査とを繰り返し行いつつ、前記ノズルから記録媒体上に前記液体
を吐出させて前記記録媒体上に画像を形成するドット制御部と、を備える液体吐出装置に
より実行される液体吐出方法であって、
　前記画像を構成する所定の１画素の形成時に、前記第１の色相を有するドットと前記第
２の色相を有するドットとを交互に吐出するとともに、前記第１の色相を有するドットと
前記第２の色相を有するドットとの間に前記第３の色相を有するドットを形成する、液体
吐出方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液体を吐出することにより記録媒体上に画像を形成する液体吐出装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　液体吐出装置として、例えば、ドットを形成する複数のノズルを有する記録ヘッドを主
走査方向に走査させて液体を吐出してドットを形成するとともに、主走査方向と交差する
副走査方向に記録媒体を搬送することにより画像を形成するインクジェット式のプリンタ
（以降、インクジェットプリンタと呼ぶ）が利用されている。このようなインクジェット
プリンタの記録ヘッドには、各色の液体を吐出するための各色別のノズル列が設けられて
おり、２色以上のドットを重ねて、記録媒体上に形成される画像の各画素を形成している
。
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－９８６８２号公報
【特許文献２】特開２００７－１３６８８９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、各色の液体は濃度や粘性などの特性が異なるため、ドットが打ち込まれ
る順番により、画素の発色が異なる。例えば、記録媒体が紙である場合には、最初に打ち
込まれるドットは広い範囲に広がって紙に染み込む。次に打ち込まれるドットは直前に打
ち込まれたドットの上に重なり、直前に打ち込まれたドットよりも広がらない。従って、
先行して打ち込まれるドットの方がその後に打ち込まれるドットよりも目立って発色する
。
【０００５】
　双方向印刷可能なインクジェットプリンタを用いて印刷を行う場合、記録ヘッドの走査
の往路と復路とで、画素ごとにドットが打ち込まれる順序が異なる。そのため、画素ごと
に色味が異なることに起因して、記録媒体上に形成される画像に色むらが生じる。この結
果、記録媒体状に形成される画像の画質低下という問題が生じる。
【０００６】
　本発明は上述の課題に鑑みてなされたものであり、双方向印刷を行う液体吐出装置によ
り形成される画像の画質の向上を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態または適用例として実現することが可能である。
[形態１]　記録媒体上に多色の画像を形成する液体吐出装置であって、第１の色相を有す
る第１の色の液体を吐出する第１のノズル列と、第２の色相を有する第２の色の液体を吐
出する第２のノズル列と、第３の色相を有する第３の色の液体を吐出する第３のノズル列
と、前記第１の色相を有し、前記第１の色とは異なる第４の色の液体を吐出する第４のノ
ズル列と、前記第２の色相を有し、前記第２の色とは異なる第５の色の液体を吐出する第
５のノズル列と、を少なくとも有する記録ヘッドと、前記記録ヘッドを主走査方向に移動
させる主走査を行うヘッド駆動手段と、前記記録媒体を前記主走査方向と交差する副走査
方向に搬送する搬送手段と、前記ヘッド駆動手段と前記搬送手段とを制御して、前記記録
ヘッドを主走査方向に移動させる主走査と、前記記録媒体を前記副走査方向に搬送させる
副走査とを繰り返し行いつつ、前記ノズルから記録媒体上に前記液体を吐出させて前記記
録媒体上に画像を形成するドット制御部と、を備え、前記ドット制御部は、前記記録ヘッ
ドを制御して、前記画像を構成する所定の１画素の形成時に、前記第１の色相を有するド
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ットと前記第２の色相を有するドットとを交互に形成し、かつ、前記第１の色相を有する
ドットと前記第２の色相を有するドットとの間に前記第３の色相を有するドットを形成す
る、液体吐出装置。
　形態１の液体吐出装置によれば、３種類の色相の液体を用いて画素を形成する場合に、
第１の色相と第２の色相のドットとが交互に重ねられ、第１の色相と第２の色相の間に第
３の色相を有するドットが重ねられる。従って、第１の色相と第２の色相と第３の色相の
ドットがバランス良く混合されるので、各画素に生じる色むらの差を低減でき、記録媒体
に形成される画像の画質を向上できる。加えて、６色の液体を用いる場合にも、第１の色
相と第２の色相と第３の色相のドットをバランス良く混合できる。
[形態２]　第１の色相を有する第１の色の液体を吐出する第１のノズル列と、第２の色相
を有する第２の色の液体を吐出する第２のノズル列と、第３の色相を有する第３の色の液
体を吐出する第３のノズル列と、前記第１の色相を有し、前記第１の色とは異なる第４の
色の液体を吐出する第４のノズル列と、前記第２の色相を有し、前記第２の色とは異なる
第５の色の液体を吐出する第５のノズル列と、を少なくとも有する記録ヘッドと、前記記
録ヘッドを主走査方向に移動させる主走査を行うヘッド駆動手段と、前記記録媒体を前記
主走査方向と交差する副走査方向に搬送する搬送手段と、前記ヘッド駆動手段と前記搬送
手段とを制御して、前記記録ヘッドを主走査方向に移動させる主走査と、前記記録媒体を
前記副走査方向に搬送させる副走査とを繰り返し行いつつ、前記ノズルから記録媒体上に
前記液体を吐出させて前記記録媒体上に画像を形成するドット制御部と、を備える液体吐
出装置により実行される液体吐出方法であって、前記画像を構成する所定の１画素の形成
時に、前記第１の色相を有するドットと前記第２の色相を有するドットとを交互に吐出す
るとともに、前記第１の色相を有するドットと前記第２の色相を有するドットとの間に前
記第３の色相を有するドットを形成する、液体吐出方法。
【０００８】
［適用例１］
　記録媒体上に多色の画像を形成する液体吐出装置であって、記録媒体上に多色の画像を
形成する液体吐出装置であって、第１の色相を有する第１の色の液体を吐出する第１のノ
ズル列と、第２の色相を有する第２の色の液体を吐出する第３のノズル列と、第３の色相
を有する第３の液体を吐出する第３のノズル列と、を少なくとも有する記録ヘッドと、前
記記録ヘッドを主走査方向に移動させる主走査を行うヘッド駆動手段と、前記記録媒体を
前記主走査方向と交差する副走査方向に搬送する搬送手段と、前記ヘッド駆動手段と前記
搬送手段とを制御して、前記記録ヘッドを主走査方向に移動させる主走査と、前記記録媒
体を前記副走査方向に搬送させる副走査とを繰り返し行いつつ、前記ノズルから記録媒体
上に前記液体を吐出させて前記記録媒体上に画像を形成するドット制御部と、を備え、前
記ドット制御部は、前記記録ヘッドを制御して、前記画像を構成する所定の１画素の形成
時に、前記第１の色相を有するドットと前記第２の色相を有するドットとを交互に形成し
、かつ、前記第１の色相を有するドットと前記第２の色相を有するドットとの間に前記第
３の色相を有するドットを形成する、液体吐出装置。
【０００９】
　適用例１の液体吐出装置によれば、３種類の色相の液体を用いて画素を形成する場合に
、第１の色相と第２の色相のドットとが交互に重ねられ、第１の色相と第２の色相の間に
第３の色相を有するドットが重ねられる。従って、第１の色相と第２の色相と第３の色相
のドットがバランス良く混合されるので、各画素に生じる色むらの差を低減できるよって
、記録媒体に形成される画像の画質を向上できる。
【００１０】
　適用例１の液体吐出装置において、前記記録ヘッドは、更に、前記第１の色相を有し、
前記第１の色とは異なる第４の色の液体を吐出する第４のノズル列と、前記第２の色相を
有し、前記第２の色とは異なる第５の色の液体を吐出する第５のノズル列と、を備える。
適用例１の液体吐出装置によれば、６色の液体を用いる場合にも、第１の色相と第２の色
相と第３の色相のドットをバランス良く混合できる。
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【００１１】
　適用例１の液体吐出装置であって、前記第４の色は前記第１の色よりも淡い色であり、
前記第５の色は前記第２の色よりも淡い色であり、前記ドット制御部は、前記所定の１画
素の形成時、前記記録ヘッドに、前記第４の色のドットと前記第５の色のドットとを連続
して形成させ、かつ、前記第１の色のドットと前記第２の色のドットとを連続して形成さ
せるとともに、前記第３の色のドットを前記第４の色のドットと前記第５の色のドットの
間もしくは前記第１の色のドットと前記第２の色のドットとの間に形成させる。適用例１
の液体吐出装置によれば、濃度の異なる複数の液体を多色用いる場合において、第３の色
のドットに対して、淡い色（第４の色、第５の色）のドットと濃い色（第１の色、第２の
色）のドットとがバランス良く形成される。従って、濃淡インクの重なり順序に起因して
画素に生じる色むら、濃淡むらを抑制できる。
【００１２】
　適用例１の液体吐出装置において、前記記録ヘッドは、前記第１の色相のノズル列と前
記第２の色相のノズル列とが交互に設けられるとともに、前記第３のノズル列が前記第１
の色相のノズル列と前記第２の色相のノズル列との間に配置されており、かつ、前記複数
のノズルが、千鳥格子状に配置されるように、前記副走査方向に前記所定の間隔の１／２
ずれて設けられており、前記ドット制御部は、前記主走査時に、前記記録ヘッドの進行方
向側に設けられているノズル列から順にドットを形成する。適用例１の液体吐出装置によ
れば、ノズルが千鳥格子状に配置されているので、主走査の進行方向側に配置されている
ノズルからドットを吐出させることにより、第１の色相のドットと第２の色相のドットを
簡易に交互に打ち込むことができる。従って、液体吐出装置の処理負荷を軽減できる。
【００１３】
　適用例１の液体吐出装置において、前記第４の色は前記第１の色よりも淡い色であり、
前記第５の色は前記第２の色よりも淡い色であり、前記記録ヘッドには、前記第４のノズ
ル列と前記第５のノズル列のノズルが、前記第１のノズル列と前記第２のノズル列のノズ
ルに対して、前記所定の間隔の１／２ずれて設けられている。適用例１の液体吐出装置に
よれば、１画素の形成時に、淡い色のドットと濃い色のドットとがそれぞれ連続して形成
される。従って、濃度の異なる複数の液体を多色用いる場合において、濃淡インクの重な
り順序に起因した濃淡むらを抑制できる。
【００１４】
　適用例１の液体吐出装置において、前記記録ヘッドには、前記第３のノズル列のノズル
が、前記第４のノズル列と前記第５のノズル列のノズルとともに、前記第１のノズル列と
前記第２のノズル列のノズルに対して、前記所定の間隔の１／２ずれて設けられている。
濃い色のドットは他色に対して色味変化を強く生じさせるが、淡い色のドットは他色に対
して色味変化の影響が小さい。従って、適用例１の液体吐出装置によれば、色むらの発生
を高い精度で抑制できる。
【００１５】
　適用例１の液体吐出装置において、前記第１の色はシアンであり、前記第２の色はマゼ
ンタであり、前記第３の色はイエローであり、前記第４の色はライトシアンであり、前記
第５の色はライトマゼンタである。適用例１の液体吐出装置によれば、所定の１画素の形
成において、イエローのドットに対して、他色のドットがバランス良く打ち込まれる。従
って、色むらの発生を高い精度で抑制できる。
【００１６】
　本発明において、上述した種々の態様は、適宜、組み合わせたり、一部を省略したりし
て適用することができる。また、本発明は、上述した液体吐出装置としての構成の他に、
液体吐出装置による液体吐出方法、液体吐出装置に液体を吐出させるさせるためのコンピ
ュータプログラム、かかるコンピュータプログラムをコンピュータ読み取り可能に記録し
た記録媒体等としても構成できる。いずれの構成においても、上述した各態様を適宜適用
可能である。コンピュータが読み取り可能な記録媒体としては、例えば、フレキシブルデ
ィスクや、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、光磁気ディスク、ＩＣカード、ハードディス
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ク等種々の媒体を利用することが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
Ａ．第１実施例
Ａ１．印刷システム構成：
　図１は、本発明の第１実施例における印刷システムの構成を示すブロック図である。こ
の印刷システムは、コンピュータ９０と、カラープリンタ２０と、を備えている。なお、
プリンタ２０とコンピュータ９０とは、広義の「液体吐出装置」と呼ぶことができる。あ
るいは、プリンタ２０と、コンピュータ９０にインストールしてプリンタドライバの機能
を発揮させるプログラムとを、広義の液体吐出装置と呼ぶこともできる。また、プリンタ
ドライバの機能を有するプリンタを液体吐出装置と呼ぶこともできる。
【００１８】
　コンピュータ９０では、所定のオペレーティングシステムの下で、アプリケーションプ
ログラム９５が動作している。オペレーティングシステムには、ビデオドライバ９１やプ
リンタドライバ９６が組み込まれており、アプリケーションプログラム９５からは、これ
らのドライバを介して、プリンタ２０に転送するための印刷データＰＤが出力されること
になる。画像のレタッチなどを行うアプリケーションプログラム９５は、処理対象の画像
に対して所望の処理を行い、また、ビデオドライバ９１を介してＣＲＴ２１に画像を表示
している。
【００１９】
　アプリケーションプログラム９５が印刷命令を発すると、コンピュータ９０のプリンタ
ドライバ９６が、画像データをアプリケーションプログラム９５から受け取り、これをプ
リンタ２０に供給する印刷データＰＤに変換する。図４に示した例では、プリンタドライ
バ９６の内部には、解像度変換モジュール９７と、色変換モジュール９８と、ハーフトー
ンモジュール９９と、ラスタライザ１００と、色変換ルックアップテーブルＬＵＴと、が
備えられている。
【００２０】
　解像度変換モジュール９７は、アプリケーションプログラム９５で形成されたカラー画
像データの解像度（即ち、単位長さ当りの画素数）を、印刷解像度に変換する役割を果た
す。こうして解像度変換された画像データは、まだＲＧＢの３つの色成分からなる画像情
報である。色変換モジュール９８は、色変換ルックアップテーブルＬＵＴを参照しつつ、
各画素ごとに、ＲＧＢ画像データを、プリンタ２０が利用可能な複数のインク色の多階調
データに変換する。
【００２１】
　色変換された多階調データは、例えば２５６階調の階調値を有している。ハーフトーン
モジュール９９は、いわゆるハーフトーン処理を実行してハーフトーン画像データを生成
する。このハーフトーン画像データは、ラスタライザ１００によりプリンタ２０に転送す
べきデータ順に並べ替えられ、最終的な印刷データＰＤとして出力される。なお、印刷デ
ータＰＤは、各主走査時のドットの記録状態を示すラスタデータと、副走査送り量を示す
データと、を含んでいる。
【００２２】
　なお、プリンタドライバ９６は、印刷データＰＤを生成する機能を実現するためのプロ
グラムに相当する。すなわち、プリンタドライバ９６は、特許請求の範囲の「ドット制御
部」に当たる。プリンタドライバ９６の機能を実現するためのプログラムは、コンピュー
タ読み取り可能な記録媒体に記録された形態で供給される。このような記録媒体としては
、フレキシブルディスクやＣＤ－ＲＯＭ、光磁気ディスク、ＩＣカード、ＲＯＭカートリ
ッジ、パンチカード、バーコードなどの符号が印刷された印刷物、コンピュータの内部記
憶装置（ＲＡＭやＲＯＭなどのメモリ）および外部記憶装置等の、コンピュータが読み取
り可能な種々の媒体を利用できる。
【００２３】
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　図２は、第１実施例におけるプリンタ２０の概略構成図である。プリンタ２０は、紙送
りモータ２２によって印刷用紙Ｐを副走査方向に搬送する副走査送り機構と、キャリッジ
モータ２４によってキャリッジ３０をプラテン２６の軸方向（主走査方向）に往復動させ
る主走査送り機構と、キャリッジ３０に搭載された記録ヘッドユニット６０を駆動してイ
ンクの吐出およびドット形成を制御するヘッド駆動機構と、これらの紙送りモータ２２，
キャリッジモータ２４，記録ヘッドユニット６０および操作パネル３２との信号のやり取
りを司る制御回路４０とを備えている。制御回路４０は、コネクタ５６を介してコンピュ
ータ９０に接続されている。
【００２４】
　印刷用紙Ｐを搬送する副走査送り機構は、紙送りモータ２２の回転をプラテン２６と印
刷用紙搬送ローラ（図示せず）とに伝達するギヤトレインを備える（図示省略）。また、
キャリッジ３０を往復動させる主走査送り機構は、プラテン２６の軸と並行に架設されキ
ャリッジ３０を摺動可能に保持する摺動軸３４と、キャリッジモータ２４との間に無端の
駆動ベルト３６を張設するプーリ３８と、キャリッジ３０の原点位置を検出する位置セン
サ３９とを備えている。
【００２５】
　図３は、第１実施例における制御回路４０を中心としたプリンタ２０の構成を示すブロ
ック図である。制御回路４０は、ＣＰＵ４１と、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）４３
と、ＲＡＭ４４と、文字のドットマトリクスを記憶したキャラクタジェネレータ（ＣＧ）
４５とを備えた算術論理演算回路として構成されている。この制御回路４０は、さらに、
外部のモータ等とのインタフェースを専用に行なうＩ／Ｆ専用回路５０と、このＩ／Ｆ専
用回路５０に接続され記録ヘッドユニット６０を駆動してインクを吐出させるヘッド駆動
回路５２と、紙送りモータ２２およびキャリッジモータ２４を駆動するモータ駆動回路５
４と、を備えている。Ｉ／Ｆ専用回路５０は、パラレルインタフェース回路を内蔵してお
り、コネクタ５６を介してコンピュータ９０から供給される印刷データＰＤを受け取るこ
とができる。プリンタ２０は、この印刷データＰＤに従って印刷を実行する。なお、ＲＡ
Ｍ４４は、ラスタデータを一時的に格納するためのバッファメモリとして機能する。
【００２６】
　記録ヘッドユニット６０は、記録ヘッド２８を有しており、また、インクカートリッジ
を搭載可能である。なお、記録ヘッドユニット６０は、１つの部品としてプリンタ２０に
着脱される。すなわち、記録ヘッド２８を交換しようとする際には、記録ヘッドユニット
６０を交換することになる。
【００２７】
　図４は、第１実施例における記録ヘッド２８の下面におけるノズル配列を示す説明図で
ある。記録ヘッド２８の下面には、図面右側から順に、ブラックインクを吐出するための
ノズル列Ｋと、シアンインクを吐出するためのノズル列Ｃと、ライトシアンインクを吐出
するためのノズル列Ｌｃと、マゼンタインクを吐出するためのノズル列Ｍと、ライトマゼ
ンタインクを吐出するためのノズル列Ｌｍと、イエローインクを吐出するためのノズル列
Ｙとが、設けられている。
【００２８】
　各ノズル列の複数のノズルは、副走査方向ＳＳに沿って一定のノズルピッチｋ・Ｄでそ
れぞれ整列している。ここで、ｋは整数であり、Ｄは副走査方向における印刷解像度に相
当するピッチ（「ドットピッチ」と呼ぶ）である。本明細書では、「ノズルピッチはｋド
ットである」とも言う。このときの単位［ドット］は、印刷解像度のドットピッチを意味
している。副走査送り量に関しても同様に、［ドット］の単位を用いる。第１実施例では
、ノズルピッチｋ・Ｄが１８０ｄｐｉ、ｋ＝２であるので、搬送方向のドットピッチは３
６０ｄｐｉである。
【００２９】
　記録ヘッド２８において、複数のノズルが千鳥格子状に配列されるように、各ノズル列
のノズルは、隣接するノズル列のノズルに対して、副走査方向に対して、ノズルピッチの
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１／２ずれて配置されている。実施例では、ノズル列Ｋと、ノズル列Ｃと、ノズル列Ｍの
各ノズルは、副走査方向に対して位置が共通している。よって、記録ヘッド２８がキャリ
ッジ３０によって主走査方向に移動されつつドットを形成すると、ノズル列Ｋと、ノズル
列Ｃと、ノズル列Ｍの各ノズルは、１回の走査において、印刷用紙Ｐ上の同一の位置にド
ットを形成可能に構成されている。また、ノズル列Ｌｃと、ノズル列Ｌｍと、ノズル列Ｙ
の各ノズルも、副走査方向に対して位置が共通しているので、１回の走査において、印刷
用紙Ｐ上の同一の位置にドットを形成可能である。
【００３０】
　各ノズルには、各ノズルを駆動してインク滴を吐出させるための駆動素子としてのピエ
ゾ素子（図示せず）が設けられている。印刷時には、記録ヘッド２８が主走査方向ＭＳに
往復移動しつつ、各ノズルからインク滴が吐出される。各ノズル列のノズルには、上から
順に、＃１，＃２…＃Ｎと番号が付されている。なお、第１実施例では、Ｎ＝１８０であ
る。第１実施例では、図面左から右への記録ヘッド２８の運動を往運動と呼び、図面右か
ら左への記録ヘッドの１０の運動を復運動と呼ぶ。記録ヘッド２８は、往復運動のそれぞ
れの運動時において、進行方向側に設けられているノズル列から順にドットを吐出する。
【００３１】
　以上説明したハードウェア構成を有するカラープリンタ２０は、紙送りモータ２２によ
り印刷用紙Ｐを搬送しつつ、キャリッジ３０をキャリッジモータ２４により往復動させ、
同時に記録ヘッド２８のピエゾ素子を駆動して、各色インク滴の吐出を行い、インクドッ
トを形成して印刷用紙Ｐ上に多色多階調の画像を形成する。
【００３２】
Ａ２．ノズル列の配置とドットの打ち込み順について：
　図５は、第１実施例における記録ヘッド２８のドットの打ち込み順について説明する模
式図である。図５は、図２におけるＡ－Ａ断面の断面図を表す。図５（ａ）～図５（ｃ）
は、１画素の形成時において、往運動時に吐出されるドットを表しており、図５（ｄ）～
図５（ｅ）は、復運動時に吐出されるドットを表している。なお、図５では、印刷用紙Ｐ
上の所定の位置に形成される画素の例が示されており、ノズル列Ｌｃのドットが最初に形
成される画素について示されている。図５（ａ）～図５（ｃ）に示すように、記録ヘッド
２８は、往運動時、印刷用紙Ｐの所定の位置にノズル列Ｌｃからライトシアンのドットを
打ち込み、続いて、ノズル列Ｙからイエローのドットを打ち込み、ノズル列Ｌｍからライ
トマゼンタのドットを打ち込む。次に、記録ヘッド２８は、復運動時、ライトマゼンタの
ドット上にノズル列Ｃからシアンのドットを打ち込み、続いて、ノズル列Ｍからマゼンタ
のドットを打ち込む。このように、記録ヘッド２８の各ノズル列から打ち込まれたドット
が混ざり合って色が作られ、１画素が形成される。上述の例は、ノズル列Ｌｃのドットが
最初に形成される画素について示されており、往復運動の双方の主走査において、各ノズ
ルからドットが吐出可能であり、上述の例によって形成された画素の副走査方向に隣接す
る画素は、シアン、マゼンタ、ライトシアン、イエロー、ライトマゼンタの順でドットが
打ち込まれることにより形成されている。
【００３３】
Ａ３．印刷方法について：
　双方向印刷を行うインクジェット式のプリンタでは、異なる打ち込み順でドットが打ち
込まれた画素同士には色味や濃淡に差が生じる。例えば、イエローインクは、先行するイ
ンクの色を強める特性があるため、イエローインクの打ち込まれるタイミングが最初であ
る画素と最後である画素同士では、色味の差が大きくなる。また、同一色相のドットが連
続して打ち込まれると、先行して打ち込まれるドットの色相の強い色味となるため、先行
して打ち込まれるドットの色相の異なる画素同士では色味の差が大きくなる。また、１画
素の形成時に、濃淡のある液体を利用する場合、濃度の高い液体のドットが先に形成され
た場合には、このドットの濃度が優先的となり、濃度の高いくっきりとした画像が形成さ
れ、濃度の低い液体のドットが形成された後に濃度の高い液体のドットが形成された場合
には、濃度の高い液体のドットが濃度の低い液体のドットの周りに大きく滲み込み、それ
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ほど濃度の高くない滑らかで一様な画像が形成される。すなわち、同じ画像を印刷しても
、濃淡むらが生じる。第１実施例のプリンタ２０は、この色味の差が抑制されるように、
インクの色相や濃淡を考慮してドットが打ち込まれるように構成されている。
【００３４】
第１実施例では、記録ヘッド２８により印刷される全ての画素は、シアン系とマゼンタ系
のドットが交互に打ち込まれ、かつ、シアン系とマゼンタ系のドットの間に、イエローイ
ンクのドットが打ち込まれることにより形成される。更に、イエローインクを基準として
考えた場合、全画素には、濃インク（シアンインク、マゼンタインク）が、濃インク→濃
インク→イエローインク、もしくは、イエローインク→濃インク→濃インクの順に打ち込
まれ、淡インク（ライトシアンインク、ライトマゼンタインク）が、淡インク→イエロー
インク→淡インクの順に打ち込まれる。この結果、ある画素では濃インク→イエローイン
ク→濃インクと打ち込まれ、他の画素では濃インク→濃インク→イエローインクが打ち込
まれる、といったように、イエローインクに対する濃インクおよび淡インクのそれぞれの
打ち込み順の入れ替わりが生じない。よって、画像を構成する全画素は、イエローインク
に対して、濃インクと淡インクとがバランス良く打ち込まれて形成される。このように、
異なる色相のインクが交互に打ち込まれ、イエローインクに対して、濃インクと淡インク
とがバランス良く打ち込まれることにより、画素同士の色味の差が抑制される。以下に、
第１実施例におけるドットの打ち込み順について具体的に説明する。
【００３５】
　図６は、第１実施例における印刷方法について説明する模式図である。図６において、
「パスＮ」とは、Ｎ回目の記録ヘッドの走査を意味している（Ｎは１以上の整数）。図６
では、一例として、各ノズル列に５個のノズルが設けられている記録ヘッド２８を用いて
印刷する場合を表している。なお、図６では、５個のノズルを用いた場合を示しているが
、実際には、第１実施例では、記録ヘッド２８の各ノズル列は１８０個のノズルを有して
いる。図６において、記録ヘッド２８の丸印はノズルを表しており、丸印内の数字は各ノ
ズル列のノズル番号を表している。ノズル番号は、副走査方向に昇順に付されている。「
ドット形成順」は、各画素に打ち込まれるドットの順番を表す。「ドット形成順」におい
て、斜線の付された丸印はシアンインクのノズル列Ｃのドットを表しており、空白の丸印
はライトシアンインクのノズル列Ｌｃのドットを表しており、斜線の付された菱形の印は
マゼンタインクのノズル列Ｍのドットを表しており、空白の菱形の印はライトマゼンタイ
ンクのノズル列Ｌｍのドットを表しており、クロスハッチングの付された丸印はイエロー
インクのノズル列Ｙのドットを表している。
【００３６】
　「画素番号」は、記録ヘッド２８によって形成される画素の位置を表している。画素番
号に隣接して表されているハッチングが付された丸印は、記録ヘッド２８によって形成さ
れる画素を表しており、各画素番号に対応する。この画素は、各ラスタラインを、副走査
方向に１画素分の幅切り出した状態を表す。すなわち、画素番号は、ラスタラインに副走
査方向に昇順に番号を付した場合のラスタラインの番号と一致する。例えば、画素番号が
１番の位置の画素は、先頭のラスタラインに形成される画素の一例である。また、「パス
」は何回目の走査であるかを表しており、「順番」は、各走査において、ドットが形成さ
れる順番を表す。例えば、パスが「１」であって、順番が「２」のドットは、１回目の走
査の２番目に打ち込まれるドットを表している。また、「走査方向」の欄に記載されてい
る矢印は、走査の方向を表している。例えば、１回目の走査では、記録ヘッド２８が図面
の左から右へ走査されることを表している。なお、ブラックインクＫは、カラー画像にお
けるブラックインクＫを使用しない領域においては印刷されないため空白の丸印としてい
る。ただし、カラー画像においても、色領域によっては、イエローインクＹ、マゼンタイ
ンクＭ、シアンインクＣ等のカラーインクとともにブラックインクＫも使用して印刷する
領域があっても良い。この場合において、Ｋインクは、Ｋインクが印刷される順番によっ
て発色が変わることがないため、ブラックインクＫが印刷される順番による発色への影響
はない。
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【００３７】
　パス１では、記録ヘッド２８は、往運動を行うので、各画素位置には、進行方向側（図
６では右）に設けられているノズル列Ｋから、順に、ノズル列Ｌｃ、ノズル列Ｍ、ノズル
列Ｙ、ノズル列Ｃ、ノズル列Ｌｍの順でドットが形成される。実施例のプリンタ２０は、
１回の走査が終了するたびに、印刷用紙Ｐを副走査方向にドットピッチ（印刷解像度）の
１／２搬送するので、１パス目では、ノズル列Ｃおよびノズル列Ｍのノズル番号１，２番
のノズルおよびノズル列Ｌｃ，ノズル列Ｙ，ノズル列Ｌｍのノズル番号１，２，３番のノ
ズルからドットは吐出されない。すなわち、パス１では、画素番号１～５番の位置にドッ
トが形成される。
【００３８】
　パス１の処理を終えると、プリンタ２０は、印刷用紙Ｐを副走査方向にドットピッチの
１／２搬送する。すなわち、図６では、副走査方向に５ドット分搬送される。
【００３９】
　パス２では、記録ヘッド２８は、復運動を行うので、各画素位置には、進行方向側（図
６では左）に設けられているノズル列Ｌｍから順に、ノズル列Ｃ，ノズル列Ｙ、ノズル列
Ｍ、ノズル列Ｌｃの順でドットが形成される。パス２では、画素番号が１～１０番の位置
にドットが形成される。パス２の処理を終えると、プリンタ２０は、印刷用紙Ｐを副走査
方向にドットピッチの１／２搬送する。
【００４０】
　パス３では、記録ヘッド２８は、往運動を行うので、パス１における処理と同様に、各
画素位置には、進行方向側（図６では右）に設けられているノズル列Ｌｍから順に、ノズ
ル列Ｃ，ノズル列Ｙ、ノズル列Ｍ、ノズル列Ｌｍの順でドットが形成される。
【００４１】
　記録ヘッド２８のパス１，パス２によって印刷される画素のドットの打ち込み順につい
て、画素番号１，２番の位置に形成される画素を例に説明する。画素番号１の位置には、
パス１において、ライトシアンインク、イエローインク、ライトマゼンタインクのドット
がこの順に形成され、パス２において、画素番号１の位置に既に打ち込まれたライトマゼ
ンタインクの上に、シアンインク、マゼンタインクのドットがこの順に打ち込まれる。な
お、画素番号が３，５番の位置には、画素番号が１番の位置と同じ順でドットが打ち込ま
れ画素が形成される。
【００４２】
　画素番号が２番の位置には、パス１において、マゼンタインク、シアンインクのドット
がこの順に形成され、パス２において、画素番号が２番の位置に既に打ち込まれたシアン
インクの上にライトマゼンタインク、イエローインク、ライトシアンインクのドットが打
ち込まれる。なお、画素番号が４番の位置には、画素番号が２番の位置と同じ順でドット
が打ち込まれ画素が形成される。
【００４３】
　次に、パス２，パス３において形成される画素のドット打ち込み順について画素番号が
６番、７番の位置に形成される画素を例に説明する。パス２，パス３では、各画素位置に
、記録ヘッドの復運動に伴って吐出されるドットが先に形成され、復運動に伴って形成さ
れたドットの上に、往運動に伴って吐出されるドットが打ち込まれる。
【００４４】
　画素番号６の位置には、パス２において、ライトマゼンタインク、イエローインク、ラ
イトシアンインクのドットがこの順に形成され、パス３において、画素番号６の位置に既
に打ち込まれたライトシアンインクの上に、マゼンタインク、シアンインクのドットがこ
の順に打ち込まれる。なお、画素番号が８，１０番の位置には、画素番号が６番の位置と
同じ順でドットが打ち込まれ画素が形成される。
【００４５】
　画素番号が７番の位置には、パス２において、シアンインク、マゼンタインクのドット
がこの順に形成され、パス３において、画素番号が７番の位置に既に打ち込まれたマゼン
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タインクの上に、ライトシアンインク、イエローインク、ライトマゼンタインクのドット
がこの順で打ち込まれる。なお、画素番号が９番の位置には、画素番号が７番の位置と同
じ順でドットが打ち込まれ画素が形成される。
【００４６】
　図６に示すように、全画素のそれぞれは、シアン系のドットとマゼンタ系のドットとが
交互に打ち込まれ、かつ、イエローインクのドットが、マゼンタ系とシアン系のドットの
間に打ち込まれる。
【００４７】
　また、１，２パス目で形成される画素において、濃インクであるシアンインク、マゼン
タインクは、マゼンタインク→シアンインク→イエローインクの順、もしくは、イエロー
インク、シアンインク、マゼンタインクの順に打ち込まれている。換言すれば、１，２パ
ス目で形成される画素では、ノズル列Ｌｃのドットが最初に形成される画素について示さ
れている。同様に、２，３パス目で形成される画素では、濃インクは、濃インク→濃イン
ク→イエローインク、もしくは、イエローインク→濃インク→濃インクの順に打ち込まれ
ている。
【００４８】
　一方、淡インクであるライトシアンインク、ライトマゼンタインクは、イエローインク
を基準として考えた場合、図６に示すように、１，２パス目で形成される画素では、ライ
トマゼンタインク→イエローインク→ライトシアンインクの順、もしくは、ライトシアン
インク→イエローインク→ライトマゼンタインクの順に打ち込まれている。換言すれば、
１，２パス目で形成される画素では、淡インクは、淡インク→イエローインク→淡インク
の順に打ち込まれており、同様に、２，３パス目で形成される画素でも、淡インクは、淡
インク→イエローインク→淡インクの順に打ち込まれている。
【００４９】
　以上説明したとおり、各ラスタラインにおいて、濃インクは、イエローインクより前も
しくは後に連続して打ち込まれており、淡インクは、イエローインクの前後に打ち込まれ
ている。このように、イエローインクに対して濃インク、淡インクのそれぞれがバランス
よく打ち込まれることにより、各画素の色味の差が低減される。実施例では、以降、画素
形成時に、最初に濃インクが打ち込まれる画素を第１種画素と呼び、最初に淡インクが打
ち込まれる画素を第２種画素と呼ぶ。例えば、図６において、画素番号が偶数の位置に形
成される画素は第１種画素であり、画素番号が奇数の位置に形成される画素は第２種画素
である。
【００５０】
　図７は、第１実施例における画素配置の例を示す説明図である。画像ＩＭは、プリンタ
２０によって印刷される画像の一例であり、１０画素×１０画素の合計１００の画素によ
り表される画像である。図７では、第１種画素にはハッチングが付されている。図７に示
すように、ラスタライン番号が奇数のラスタライン上の画素は、第１種画素により構成さ
れており、ラスタライン番号が偶数のラスタライン上の画素は、第２種画素により構成さ
れている。よって、図７に示すように、画像ＩＭは、第１種画素のみにより構成されるラ
スタライン（以降、実施例では、第１種ラスタラインと呼ぶ）と、第２種画素のみにより
構成されるラスタライン（以降、実施例では、第２種ラスタラインと呼ぶ）とが副走査方
向に交互に形成される構成となる。このように、第１種ラスタラインと第２種ラスタライ
ンとが周期的に繰り返される構成とすることにより、画像全体として色むらの発生を抑制
できる。
【００５１】
　以上説明した第１実施例のプリンタ２０によれば、複数種類のインクを用いた画像の形
成において、シアン系のインクとマゼンタ系のインクとが印刷用紙Ｐに交互に打ち込まれ
、かつ、イエローインクがシアン系とマゼンタ系の間に打ち込まれることにより、画像を
構成する画素が形成される。従って、各画素に、極端に赤み・青みが強く表れることを抑
制できるので、印刷用紙に形成される画像の色むらを抑制できる。よって、画像の画質を
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向上できる。
【００５２】
　また、第１実施例のプリンタ２０によれば、往運動→復運動という走査順で形成される
画像領域と、復運動→往運動という走査順で形成される画像領域は、いずれも、濃インク
であるシアンインクおよびマゼンタインクがイエローインクに対して連続して打ち込まれ
、淡インクであるライトマゼンタインクとライトシアンインクがイエローインクの間に打
ち込まれる。従って、複数の画像領域に生じる色味の差の色むらの差を低減できる。よっ
て、画像の画質を向上できる。
【００５３】
　また、第１実施例のプリンタ２０によれば、イエローインクが、濃インクであるシアン
インクとマゼンタインクとは別のパスで打ち込まれる。イエローインクは濃インクに対し
て色を変化させる影響が強いため、近接して打ち込まれると先行する色味が強く表れる。
イエローインクと濃インクとが別のパスで打ち込まれることにより、イエローインクと濃
インクとの打ち込みタイミングに時間差が生じ、この時間差により、先行して打ち込まれ
たインクが多少乾燥する。従って、色味変化の影響が緩和されるので、各画素の色反転を
抑制でき、画像の画質を向上できる。
【００５４】
　また、第１実施例のプリンタ２０によれば、複数のノズルが千鳥格子状に配置されるよ
うに、各ノズル列が副走査方向にずれて配置されており、各インクに対応するノズル列が
、記録ヘッドの往運動の進行方向側から、順に、ブラックインク、シアンインク、ライト
シアンインク、マゼンタインク、イエローインク、マゼンタインク、ライトマゼンタイン
クの順に配置されている。従って、記録ヘッドの主走査の進行方向側から配置されている
ノズル列のノズルから順にドットを打ち込むことにより、簡易な構成で、シアン系とマゼ
ンタ系のインクを交互に打ち込み、かつ、イエローインクをライトシアンインクとライト
マゼンタインクの間に打ち込むことが可能である。従って、記録ヘッドの製造やドット吐
出順の制御等を簡易に実現できる。
【００５５】
Ｂ．第２実施例：
Ｂ１．ノズル列の配置について：
　図８は、第２実施例における記録ヘッド２８の下面におけるノズル配列を示す説明図で
ある。記録ヘッド２８の下面には、図面右側から順に、ブラックインクを吐出するための
ノズル列Ｋと、シアンインクを吐出するためのノズル列Ｃと、ライトマゼンタインクを吐
出するためのノズル列Ｌｍと、イエローインクを吐出するためのノズル列Ｙと、ライトシ
アンインクを吐出するためのノズル列Ｌｃと、マゼンタインクを吐出するためのノズル列
Ｍとが設けられている。ノズルの配置間隔や隣接するノズル列のずれについては、図４と
同様である。
【００５６】
Ｂ２．印刷方法について：
　図９は、第２実施例における印刷方法について説明する模式図である。図９において、
各符合や記号が示す意味は、図６と同様である。記録ヘッド２８は、第１実施例と同様に
、各画素位置に、進行方向側（図９では右）に設けられているノズル列Ｋから、順に、ノ
ズル列Ｃ、ノズル列Ｌｍ、ノズル列Ｙ、ノズル列Ｌｃ、ノズル列Ｍの順でドットが形成す
る。
【００５７】
　記録ヘッド２８のパス１，パス２におけるドットの打ち込み順について、画素番号１，
２番の位置に形成される画素を例に説明する。画素番号１の位置には、シアンインク、イ
エローインク、マゼンタインク、ライトシアンインク、ライトマゼンタインクのドットが
この順に打ち込まれることにより画素が形成される。画素番号が２番の位置には、ライト
マゼンタインク、ライトシアンインク、マゼンタインク、イエローインク、シアンインク
のドットが打ち込まれることにより画素が形成される。なお、画素番号が３，５番の位置
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には、画素番号が１番の位置と同じ順でドットが打ち込まれることにより画素が形成され
、画素番号が４番の位置には、画素番号が２番の位置と同じ順でドットが打ち込まれるこ
とにより画素が形成される。
【００５８】
　次に、パス２，パス３において形成される画素のドット打ち込み順について画素番号が
６番、７番の位置に形成される画素を例に説明する。画素番号６の位置には、マゼンタイ
ンク、イエローインク、シアンインク、ライトマゼンタインク、ライトシアンインクのド
ットがこの順に打ち込まれる。画素番号が７番の位置には、ライトシアンインク、ライト
マゼンタインク、シアンインク、イエローインク、マゼンタインクのドットがこの順で打
ち込まれる。なお、画素番号が８，１０番の位置には、画素番号が６番の位置と同じ順で
ドットが打ち込まれ画素が形成され、画素番号が９番の位置には、画素番号が７番の位置
と同じ順でドットが打ち込まれ画素が形成される。
【００５９】
　記録ヘッド２８により印刷される全ての画素は、第１実施例と同様に、シアン系とマゼ
ンタ系が交互に打ち込まれ、かつ、シアン系とマゼンタ系のドットの間に、イエローイン
クのドットが打ち込まれる。この結果、イエローインクのドットが必ずシアン系とマゼン
タ系に挟まれるように打ち込まれる。
【００６０】
　次に、濃淡インクとイエローインクの打ち込み順について説明する。第１実施例では、
イエローインクを基準として考えた場合、図９に示すように、１，２パス目で形成される
画素において、濃インクであるシアンインク、マゼンタインクは、シアンインク→イエロ
ーインク→マゼンタインクの順、もしくは、マゼンタインク→イエローインク→シアンイ
ンクの順に打ち込まれている。換言すれば、１，２パス目で形成される画素では、濃イン
クは、濃インク→イエローインク→濃インクの順に打ち込まれている。同様に、２，３パ
ス目で形成される画素でも、濃インクは、濃インク→イエローインク→濃インクの順に打
ち込まれている。
【００６１】
　一方、淡インクであるライトシアンインク、ライトマゼンタインクは、イエローインク
を基準として考えた場合、図９に示すように、１，２パス目で形成される画素では、ライ
トマゼンタインク→ライトシアンインク→イエローインクの順、もしくは、イエローイン
ク→ライトシアンインク→ライトマゼンタインクの順に打ち込まれている。換言すれば、
１，２パス目で形成される画素では、淡インクは、淡インク→淡インク→イエローインク
、もしくは、イエローインク→淡インク→淡インクの順に打ち込まれている。同様に、２
，３パス目で形成される画素でも、淡インクは、淡インク→淡インク→イエローインク、
もしくは、イエローインク→淡インク→淡インクの順に打ち込まれている
【００６２】
　以上説明したとおり、各ラスタラインにおいて、最初に濃インクが打ち込まれるか淡イ
ンクが打ち込まれるかに違いはあるものの、濃インクは、イエローインクの前後に打ち込
まれており、淡インクは、イエローインクより前もしくは後に連続して打ち込まれている
。このように、イエローインクに対して濃インク、淡インクのそれぞれがバランスよく打
ち込まれることにより、色反転や色むらの発生を抑制できる。
【００６３】
Ｃ．第３実施例：
Ｃ１．ノズル列の配置について：
　図１０は、第３実施例における記録ヘッド２８の下面におけるノズル配列を示す説明図
である。記録ヘッド２８の下面には、記録ヘッド２８の往運動時の進行方向側（図１０で
は右側）から順に、ノズル列Ｍと、ノズル列Ｌｃと、ノズル列Ｋと、ノズル列Ｙと、ノズ
ル列Ｃと、ノズル列Ｌｍとが設けられている。ノズルの配置間隔や隣接するノズル列のず
れについては、第１実施例の図４と同様である。
【００６４】
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Ｃ２．印刷方法について：
　図１１は、第３実施例における印刷方法について説明する模式図である。図１１におい
て、各符合や記号が示す意味は、図６と同様である。記録ヘッド２８は、第１実施例と同
様に、各画素位置に、進行方向側（図１１では右）に設けられているノズル列Ｍから、順
に、ノズル列Ｌｃと、ノズル列Ｋと、ノズル列Ｙと、ノズル列Ｃと、ノズル列Ｌｍの順で
ドットを形成する。
【００６５】
　記録ヘッド２８のパス１，パス２によって印刷される画素のドットの打ち込み順につい
て、画素番号１，２番の位置に形成される画素を例に説明する。画素番号１の位置には、
ライトシアンインク、イエローインク、ライトマゼンタインク、シアンインク、マゼンタ
インクのドットがこの順に打ち込まれる。画素番号が２番の位置には、マゼンタインク、
シアンインク、ライトマゼンタインク、イエローインク、ライトシアンインクのドットが
打ち込まれる。なお、画素番号が３，５番の位置には、画素番号が１番の位置と同じ順で
ドットが打ち込まれ画素が形成され、画素番号が４番の位置には、画素番号が２番の位置
と同じ順でドットが打ち込まれ画素が形成される。
【００６６】
　次に、パス２，パス３において形成される画素のドット打ち込み順について画素番号が
６番、７番の位置に形成される画素を例に説明する。画素番号６の位置には、ライトマゼ
ンタインク、イエローインク、ライトシアンインク、マゼンタインク、シアンインクのド
ットがこの順に打ち込まれる。画素番号が７番の位置には、シアンインク、マゼンタイン
ク、ライトシアンインク、イエローインク、ライトマゼンタインクのドットがこの順で打
ち込まれる。なお、画素番号が８，１０番の位置には、画素番号が６番の位置と同じ順で
ドットが打ち込まれ画素が形成され、画素番号が９番の位置には、画素番号が７番の位置
と同じ順でドットが打ち込まれ画素が形成される。
【００６７】
　記録ヘッド２８により印刷される全ての画素は、第１実施例と同様に、シアン系とマゼ
ンタ系が交互に打ち込まれ、かつ、シアン系とマゼンタ系のドットの間に、イエローイン
クのドットが打ち込まれる。
【００６８】
　次に、濃淡インクとイエローインクの打ち込み順について説明する。第１実施例では、
イエローインクを基準として考えた場合、図１１に示すように、１，２パス目で形成され
る画素において、濃インクであるシアンインク、マゼンタインクは、マゼンタインク→シ
アンインク→イエローインクの順、もしくは、イエローインク→シアンインク→マゼンタ
インクの順に打ち込まれている。換言すれば、１，２パス目で形成される画素では、濃イ
ンクは、濃インク→濃インク→イエローインク、もしくは、イエローインク→濃インク→
濃インクの順に打ち込まれている。同様に、２，３パス目で形成される画素では、濃イン
クは、濃インク→濃インク→イエローインク、もしくは、イエローインク→濃インク→濃
インクの順に打ち込まれている。
【００６９】
　一方、淡インクであるライトシアンインク、ライトマゼンタインクは、イエローインク
を基準として考えた場合、図１１に示すように、１，２パス目で形成される画素では、ラ
イトシアンインク→イエローインク→ライトマゼンタインクの順、もしくは、ライトマゼ
ンタインク→イエローインク→ライトシアンインクの順に打ち込まれている。換言すれば
、１，２パス目で形成される画素では、淡インクは、淡インク→イエローインク→淡イン
クの順に打ち込まれている。同様に、２，３パス目で形成される画素では、淡インクは、
淡インク→イエローインク→淡インクの順に打ち込まれている。
【００７０】
　以上説明したとおり、各画素について、濃インクは、イエローインクの前後に打ち込ま
れており、淡インクは、イエローインクより前もしくは後に連続して打ち込まれている。
このように、全ての画素について、イエローインクに対して濃インク、淡インクのそれぞ
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れがバランスよく打ち込まれることにより形成されているので、色反転や色むらの発生を
抑制できる。
【００７１】
Ｄ．変形例：
（１）図１２は、変形例における記録ヘッド２８の下面におけるノズル配列を示す説明図
である。記録ヘッド２８の下面には、記録ヘッド２８の往運動時の進行方向側（図１２で
は右側）から順に、ノズル列Ｌｃと、ノズル列Ｍと、ノズル列Ｙと、ノズル列Ｃと、ノズ
ル列Ｌｍとノズル列Ｋとが設けられている。ノズルの配置間隔や隣接するノズル列のずれ
については、第１実施例の図４と同様である。
【００７２】
　図１３は、変形例における印刷方法について説明する模式図である。図１３において、
各符合や記号が示す意味は、図６と同様である。記録ヘッド２８は、第１実施例と同様に
、各画素位置に、主走査の往運動復運動時のそれぞれにおいて、進行方向側に設けられて
いるノズル列から順にドットを形成する。
【００７３】
　記録ヘッド２８のパス１，パス２によって印刷される画素のドットの打ち込み順につい
て、説明する。第４実施例のドットの打ち込み順は、第３実施例におけるドットの打ち込
み順と同一である。第４実施例と第３実施例とは、ブラックインクＫの打ち込み順が異な
るのみである。すなわち、第３実施例では、ブラックインクＫの打ち込み順がシアンイン
クとマゼンタインクとの間であることに対し、第４実施例では、ブラックインクＫの打ち
込み順がシアンインクとマゼンタインクの双方が打ち込まれた後、または、シアンインク
とマゼンタインクの双方が打ち込まれる前である。ただし、ブラックインクＫと他色とを
混ぜ合わせて色を作ることはないため、ブラックインクＫが打ち込まれる場合には、他色
のドットが打ち込まれることはない。よって、実質的に、第３実施例と第４実施例とで打
ち込み順に違いはない。以上説明した変形例のノズル列の配置によれば、第３実施例と同
様の効果を得られる。なお、色領域によっては、イエローインクＹ、マゼンタインクＭ、
シアンインクＣ等のカラーインクとともにブラックインクＫも使用して印刷する領域があ
っても良い。この場合において、Ｋインクは、Ｋインクが印刷される順番によって発色が
変わることがないため、ブラックインクＫが印刷される順番による発色への影響はない。
【００７４】
（２）上述の各実施例では、複数のノズルが千鳥格子状に配置されるように、ノズル列が
交互にずれるように設けられているが、ノズル列は、周期的にずれている必要はなく、ラ
ンダムにずれて設けられていても良い。
【００７５】
（３）上述の各実施例では、ノズルが千鳥格子状に配置されており、記録ヘッド２８の進
行方向側に設けられているノズルからドットが吐出されるとともに、パスごとに印刷用紙
がドットピッチの１／２分搬送されることにより画像が形成されているが、例えば、副走
査方向に同じ位置で記録ヘッド２８が繰り返し走査されることにより、画素が形成さるよ
うに構成してもよい。この場合、例えば、同じノズル番号のノズルにより１画素が形成さ
れる。こうすれば、全画素が同一のドット打ち込み順で形成されるため、ムラを高精度に
抑制できる。
【００７６】
（４）上述の各実施例では、６色のインクが設けられているインクジェットプリンタにつ
いて記載されているが、例えば、シアン、マゼンタ、イエロー、ブラックの４色のインク
が設けられているインクジェットプリンタの場合に、シアンとマゼンタのドットの間にイ
エローのドットを打ち込むことにより画素を形成してもよい。
【００７７】
　以上、本発明の種々の実施例について説明したが、本発明はこれらの実施例に限定され
ず、その趣旨を逸脱しない範囲で種々の構成をとることができる。
【図面の簡単な説明】
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【００７８】
【図１】本発明の第１実施例における印刷システムの構成を示すブロック図。
【図２】第１実施例におけるプリンタ２０の概略構成図。
【図３】第１実施例における制御回路４０を中心としたプリンタ２０の構成を示すブロッ
ク図。
【図４】第１実施例における記録ヘッド２８の下面におけるノズル配列を示す説明図。
【図５】第１実施例における記録ヘッド２８のドットの打ち込み順について説明する模式
図。
【図６】第１実施例における印刷方法について説明する模式図。
【図７】第１実施例における画素配置の例を示す説明図。
【図８】第２実施例における記録ヘッド２８の下面におけるノズル配列を示す説明図。
【図９】第２実施例における印刷方法について説明する模式図。
【図１０】第３実施例における記録ヘッド２８の下面におけるノズル配列を示す説明図。
【図１１】第３実施例における印刷方法について説明する模式図。
【図１２】変形例における記録ヘッド２８の下面におけるノズル配列を示す説明図。
【図１３】変形例における印刷方法について説明する模式図。
【符号の説明】
【００７９】
　　２０…プリンタ
　　２２…モータ
　　２４…キャリッジモータ
　　２６…プラテン
　　２８…記録ヘッド
　　３０…キャリッジ
　　３２…操作パネル
　　３４…摺動軸
　　３６…駆動ベルト
　　３８…プーリ
　　３９…位置センサ
　　４０…制御回路
　　４１…ＣＰＵ
　　５２…ヘッド駆動回路
　　５４…モータ駆動回路
　　５６…コネクタ
　　６０…記録ヘッドユニット
　　９０…コンピュータ
　　９１…ビデオドライバ
　　９５…アプリケーションプログラム
　　９６…プリンタドライバ
　　９７…解像度変換モジュール
　　９８…色変換モジュール
　　９９…ハーフトーンモジュール
　　１００…ラスタライザ
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【図１２】 【図１３】
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